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　10月４日、福岡市動物園生まれのヤマネコ一頭が対馬に里帰りしました(下欄

参照)。福岡市動物園での繁殖の目的は、最終的には増やした個体を対馬の自然

に戻す(再導入する)ためなのですが、果たしてこの個体はすぐに対馬の自然に

戻せるでしょうか？

　現在対馬では生息地の減少や、交通事故の発生、イエネコからの感染症の問

題等々とヤマネコを取り巻く状況が厳しくなっています。その厳しい状況の中

に対馬のことを全く知らない動物園生まれの個体がはたして生き残っていける

のでしょうか？また仮に生き延びたとして、今までいたヤマネコや自然等に悪

影響を及ぼさないでしょうか？飼育下で生まれた個体を対馬に戻す時に、どの

ような点に注意し、どのような事を準備しておかなければいけないのかを整理

し実行しなければ、逆に今の対馬の自然を乱してしまうことになります。

　昨年12月から、ツシマヤマネコの専門家、動物園関係

者、行政等が話し合い、今年8月、再導入の基本的考え (目

的、留意する事項)、実施に必要な事項(右枠)とその体制、

飼育下集団づくりについて記述されている「ツシマヤマ

ネコ再導入基本構想」がまとまりました(※)。

　今回の再導入は、日本の小型哺乳類で初めてであり、

右の項目を見てもわかりますよう、実際に再導入に向け

て課題は山積みで、決して容易な道ではありません。ま

た様々な人が協力していかなければ進めない道です。し

かしこの道を歩かなければ私たちがめざす「対馬もヤマ

ネコも」の実現は不可能です。シンポジウムでその一歩

を踏み出しました。ヤマネコが対馬の野生にいる今しか

ないこの機会に一緒に活動していきませんか。

  ◎再導入に必要な事項(項目のみ抜粋)

① 再導入施設の整備

② 生息環境の改善(地域作りを含む)

③ 生態等の解明(飼育下及び野生下)

④ 国民及び地域住民の理解

⑤ 幅広い関係者の連携・協力体制

⑥ 海外事例の調査

※「ツシマヤマネコ再導入基本構想」(A4・

5ページ)は、対馬野生生物保護センター、

長崎県対馬支庁、対馬市役所及び各支所窓口

で入手可能。センターHPにも近日掲載予定。

 

 

対馬の照葉樹林

10/12　里帰り予定のNo.24

　福岡市動物園では、現在20頭のヤマネコが飼育されてい
ます。今秋、仔猫が親離れをする際にケージが不足するた
め、５頭が、順次対馬に里帰りすることとなりました。対
馬に里帰りした個体は、当面センター内で飼育を行い、現
在建設中の一時収容施設が完成(11月末予定)次第、飼育場
所を移す予定です。今回の個体は将来野生復帰させる可能
性があるため非公開です。

○里帰り個体について

初めての里帰り

ヤマネコを対馬の自然に戻す！　「ツシマヤマネコ再導入基本構想」発表！

移送日時      個体名     性別       生年月日
 10/ 4         No.17       ♀       H15/ 4/ 7
 10/12         No.22       ♂       H16/ 3/28
               No.24       ♀       H16/ 4/ 3 
日時未定    No.23       ♂       H16/ 4/ 3  
               No.25       ♀       H16/ 4/10
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　「あ！ツシマヤマネコだ。」夜に上島をドライブしてい
てヤマネコのような動物が通り過ぎ、よく見ると「なんだ
残念、普通のネコだった。」という経験はありませんか？
野生のヤマネコを見るチャンスは本当に少ないですよね。
でも、ちょっと考えてみてください。私たちが家で飼って
いるはずのネコがどうして山の中にいるのでしょうか。
　今、日本中、いや世界中で人間が飼育管理しているはず
の動物が野生化し、多くの野生動物の生息をおびやかして
います。例えば、沖縄県のヤンバルに生息するヤンバルク
イナは、野生化したネコなどによる捕食で生息数が急激に
減少しています。また、奄美大島に生息するアマミノクロ
ウサギは野生化した飼いウサギとの競合（食べ物や棲みか
を奪い合うこと）が危惧されています。ツシマヤマネコで
は、ネコエイズウイルスに感染したヤマネコが現在まで3
頭発見されていますが、このウイルスは野生化したイエネ
コから感染した可能性が指摘されています。

　イヌやネコ、ウサギなどのペットや家畜はもともと人間が飼育するために改良された
動物です。本来人間に飼われているべき動物であるペットが野生の中で幸せに暮らして
いけるのでしょうか。ペットは本来人間にエサを与えられている動物であるため、野生
で生活することは困難です。当然、その寿命も短いと言われています。ペットが捨てら
れて野生化する事はその動物にとっても不幸な事なのではないでしょうか。

 

　ノラネコは生ゴミをあさったり、庭に糞尿をしたり、床下で仔ネコを産んだりと、ご近所の迷
惑になる事もあります。人間のためにも、野生動物のためにも、そしてペットたちのためにもペ
ットは室内で飼育することが大切と考えます。万が一、飼っているネコが外に出てしまっても赤
ちゃんが出来てしまわないように、避妊去勢手術を受けておくこともお勧めします。

上：山中で見かけた野生化したイエ
ネコ。本来は人間に飼われているは
ずの動物である。

ヤマネコも、ペットも、人間も・・・。

野生生物保護とペットの飼い方

ツシマヤマネコ保護を現場で学ぶ   -夏季学生実習報告-  

　7月26日～8月23日、学生を対象にセンターで実習生
を公募しました。熱意ある26名もの応募の中から、前
期後期各5名ずつ、計10名が参加。教科書やテレビの
中ではない、実際に現場で行われている野生生物保護
を肌で感じとってもらいました。

　このたび10月1日から主にツシマヤマネコの飼育担当としてセンターに勤務することになり
ました、川口誠です。実は、縁あってセンターに勤務するのは2回目となりますが、前回お世
話になった皆様、これからお世話になる皆々様どうぞよろしくお願いいたします。失礼なが
ら、この場をお借りして挨拶とさせていただきます。

　「今回の実習は、現場においての「保護」という意
味を深く考えるきっかけになりました。生物を危険か
ら守り、数を増やしていくというだけではなく、環境・
気持ち・生活など周りにある様々な問題を含めて解決
していくことの重要性を、少しではありますが実感で
きたと思います。」

◆実習生からの声　　

←
後
期
実
習
生

→
前
期
実
習
生

新しい顔　川口誠（ヤマネコ飼育担当）
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STOP! 交通事故!

  

　 左の地図は1992年～現在までの、ツ
シマヤマネコの交通事故発生地点を表し
たものです。これまでに確認されている
だけでも30件の交通事故が発生しており、
そのうちの26件は死亡事故でした。
　これからの季節、今年生まれたヤマネ
コが親離れをする時期にあたります。車
に接する経験の少ない若い個体が新天地
を求めて移動をおこなうため、道路を横
断する機会が多くなります。夜間の車の
運転には十分に気をつけて、ゆっくり走
行してください。

交通事故発生地点

この標識のある地域では

特にご注意を。

ゆっくり走ればヤマネコに

会えるかも？！

ヤマネコの発見･目撃情報はセンターまで・・・
ヤマネコダイヤル

　0920-84-5577

 

 今年も、秋の交通事故防止キャンペーンでは地元警
察署、交通安全協会等と協力しながらツシマヤマネ
コの事故防止を呼びかけました。島内5ヶ所で行われ
たキャンペーンではツシマヤマネコのつばきちゃん
が登場し、ドライバーに交通事故防止を呼びかけま
した。恒例となったこのキャンペーンですが、みな
さんのためにも、動物たちのためにも安全運転を心
がけたいですね。

 

秋のツシマヤマネコ交通事故防止キャンペーン
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　《定期購読について》
 「とらやまの森」は対馬島内全戸配布です。
センターのカウンターからもご自由にお持ち
帰り頂いていますが、島外の方は定期購読も
受付けています。詳細はセンターまでお問合
せください。またバックナンバーも同様に受
付けております。
　　第27号は2005年1月発行の予定です。

☆休館日☆
通常は月曜が休館日ですが、月曜が祝祭日の場
合は開館し、その翌日が休館日となります。ま
た臨時休館することもありますので、その都度
ご確認ください。
2004年　11月　1、8、15、22、29
　　　　12月　6、13、20、27、29(午後)～31
2005年　1月　 1～3、11、17、24

「とらやまの森」の記事を引用される際には、出典が「とらやまの森」であることを明記して下さい。

　ヤマネコの暮らす対馬の山の中を実際に見て
歩き、森と人とヤマネコのつながりを考える森
づくりイベントを開催します。森づくりから山
や海、地域を豊かにする活動を一緒に始めませ
んか？ヤマネコと共に暮らす、明るく楽しい対
馬の将来をみんなで考えましょう！

日時：11月7日（日）
　　　9:00～16:00（9:00集合）
集合場所：上県町　仁田出張所
参加費:100円（保険料）
※要申込・小雨決行
◎長靴・弁当をご持参ください

◇◆◇◆◇◆イベント内容◆◇◆◇◆◇
・対馬の山林見学 ーお山の自然観察ー
・森づくり ーどんぐり植え・苗植え作業ー 
他、とらやまの森再生プロジェクトについて

　イベント案内                市民参加の森づくり開催！

※「ツシマヤマネコ応援団」とは、対馬が大好きな
　　地域住民によるボランティアグループです。

ツシマヤマネコ
　　　　応援団

　8月22日（日）美津島町でツシマヤマネコと地域の
活性化を考える市民シンポジウムが開かれました。
当日は用意してあった300席が全て埋まるほどの盛況
ぶりで、市民の関心の高さがうかがえました。
　市民を交えてのディスカッションでは「ツシマヤ
マネコと地域の活性化」をテーマに活発な意見交換
がなされ、締め括りには地元の大船越小学校5年生の
みなさんからのメッセージが発表されました。希望
あふれる歌と言葉はみんなの心に深く刻まれるもの
でした。
　このシンポジウムは「本当の意味で人とヤマネコ
が共生できる社会」をみんなで創るための大きな一
歩と成り得たでしょうか。その答えはこれから少し
ずつかたちとなって現れるはずです。

          大船越小学校5年生のみなさん
「ツシマヤマネコとみんなの住む対馬。対馬の自然
　を守るために、私たちにもできることがある！」

「対馬もヤマネコも」共生できる社会を目指して

棹崎公園自然情報 秋といえば実りの秋！
センター前から始まる遊歩道で拾えるどんぐりを紹介します。

             コナラ
　一般的によく見られるどんぐりで、幹は

     スダジイ
　棹崎の遊歩道で
最もよく見られる
どんぐりで、シイ
の実の愛称で親し
まれています。

10月24日のお散歩観察会はどんぐり拾いハイキング
　　　　　秋を集めに出かけませんか？
今後のお散歩予定　11月28日・12月26日・1月25日

シイタケの原
木として使わ
れます。他の
どんぐりとは
特徴的なギザ
ギザの葉っぱ
で見分けがつ
きます。
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◎里帰りしたヤマネコ情報◎

ツシマヤマネコ一時収容施設って？

 

寝室

運動場

↑

↑

植木
いざという時
隠れられます

登り台
ヤマネコは高い
ところにいると
安心するみたい
です

水場
水を飲んだ
りその中で
遊んだり、
フンをした
り、ヤマネ
コによって
様々です

巣箱
最も安全な
場所です
寒い時もこ
こにいます

一時収容施設には12部屋あり、１部屋のス

ペースは約９㎡。寝室と運動場に別れてお

り、運動場には植木、水場、遊び用の丸太

などがあります。また部屋の高さが３mあ

り、渡し木を使って高い所にある登り台に

登れるようになっています。今は1頭で２

部屋と広めに使っています。

　福岡市動物園で生まれ、この秋冬に対馬へ里帰
りしたヤマネコたちを紹介します。
　昨年の10月4日に初めて対馬の地を踏んだのは
No.17♀です。新聞やテレビでも大々的に取り上げ
られて、今回帰ってきた6頭の中では一番有名にな
りました。2003年4月7日生まれで、身体は小粒で
すが、すぐにこちらの環境にもなれました。
　次いで、10月12日にNo.22♂とNo.24♀の2頭がや
ってきました。No.22は、2004年3月28日生まれで

性格はかなりの荒坊です。No.24は2004年4月3日生まれで、非常に繊細な性格で、私自身よ
く悩まされています。次に、12月23日にNo.23♂が来島しました。先に帰ってきたNo.24と
は兄妹（姉弟？）ですが、餌もむしゃむしゃ食べて性格も大らか(身体も大きい)です。
　最後に、2005年1月17日にNo.12♂とNo.25♀が帰ってきました。No.12は、2002年4月9日
生まれ、No.25は、2004年4月10日生まれです。2頭とも臆病ですが、これから徐々に対馬の
環境にも慣れていってくれると思います。
　顔も性格もみんなまったく違うヤマネコたちですが、今のところ対馬を満喫しているの
ではないでしょうか？

飼育中のNo.22

　昨年12月末にツシマヤマネコ一時収容施設が完成しま

した。でもこの施設って何のためのものでしょう？

　それを理解するにはツシマヤマネコが今置かれている

現状を考えなければなりません。野生のツシマヤマネコ

は非常に少なくなってきており、近い将来何かのきっか

けで一気に絶滅してもおかしくありません。それを避け

るためには、十分な数のツシマヤマネコを飼育下で確保

しておかなければなりません(再導入基本構想では遺伝的

にも配慮して100頭程度がよいのではとしています)。現

在飼育下に20頭おりますが全然足りず、まだまだ増やさ

ないといけないということなのです。そして当然ヤマネ

コを収容する施設も用意する必要があります。

　今回は、まだ繁殖に参加しないヤマネコ達を"一時"的

に収容するためにこの施設を作りました。彼らは繁殖や

再導入などのヤマネコ達の将来のために活躍する日を待

ちながら、しばらくそこに住みます。繁殖のために島を

出ることもありますが、それは対馬のヤマネコ達の将来

のために外で活躍するということなのです。そんなヤマ

ネコ達と施設を温かく見守ってください。

おねがい　

　施設にはヤマネコが住んでいます。

彼らが将来再導入や繁殖の役割をしっ

かり果たすためには、できる限り人の

目に触れないことが大事です。そのた

め施設は非公開とさせて頂きます。

　ご協力お願い致します。
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ツシマヤマネコを 
◎目撃した、 
◎保護した、 
◎死体を発見したら 
ヤマネコセンター 
0920-84-5577まで！ 

情報提供のお願い 情報提供のお願い 

収容日 性別 年齢  体重（ｇ） 保護原因・その後 
2月4日 オス 成獣 3,750g トラバサミによる怪我・保護中 
2月17日 メス 亜成獣 1,410g 箱ワナによる錯誤捕獲・保護中 
3月7日 メス 成獣 1,900ｇ 衰弱・翌8日死亡 
4月5日 オス 亜成獣 2,100ｇ 箱ワナによる錯誤捕獲・4月26日野生復帰 

保護収容（1月～4月） 

死体収容（1月～4月） 
収容日 性別 年齢 体重（ｇ） 原因・その他 
2月12日 不明 成獣 （1,200g) 不明・かなり古い状態 

　4月29日 オス 成獣  (1,600g) 交通事故・内臓、筋肉が動物に食べられていた 

今年の冬はツシマヤマネコにとって厳しい冬と
なりました。平成16年度の保護9件、死体発見5件
は過去最高記録です。その要因としては、ヤマネ
コセンターが地域の方々に認知され、ヤマネコ情
報を提供して頂けるようになったことがまずは挙
げられます。 

しかしそれだけではなく、野生のツシマヤマネ
コが暮らす環境が、一層厳しくなっていることが
保護増加の原因かもしれません。 

今冬の特徴は、ワナによる捕獲が多かったこと
です。箱ワナで捕獲された場合は怪我もなく、元

気に野生復帰する可能性が高いのですが、トラバサミで捕獲され怪我をした場合には、一
見大丈夫そうでも死亡してしまったり、野生に帰ることができなくなったりすることもあ
ります。地域の方の優しさで、トラバサミの使用自粛をお願いします。 

4月26日に無事に生息地に帰ったヤマネコ 
追跡調査用の発信機を取り付けた 

保護件数増加、ヤマネコに危機 !? 

ヤマネコの仔ネコ誕生！ 

誕生月日 頭数 オス親 メス親 

4月17日 2頭 No.1 No.9 

4月24日 2頭 No.3 No.13 

5月4日 1頭 No.3 No.8 

　今年も福岡市動物園でツシマヤマネコの赤
ちゃんが誕生しました。5頭の誕生で飼育下
繁殖個体群は合計25頭になりました。 
　元気にすくすくと育っています。 
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　ツシマヤマネコの「つしまる」をセンターで公開して早1
年5ヶ月。「つしまる」の公開前(2002/12～2003/11)と公開
後(2003/12～2004/11)の各1年間の来館者数についてまとめ
ました(下表)。 
　公開後は、来館者数が前年比1.8倍と大きく伸びました。
特に島内からの来館者が著しく増加しました。「対馬には
ツシマヤマネコがいると聞いていたけど、初めて見た」と

一般公開中の「つしまる」 
今は夏毛で少し涼しそうです。 

　対馬野生生物保護センターは1997年8月にオープンしました。5月10日

現在、通算来館者数が9万8千人で、あと少しで10万人になります。5万

人達成はオープンして4年4ヶ月だったのですが、そのペースより約1年

早く、6月中に到達しそうです。みなさんもこの記念すべき日が早く来

るようセンターを訪れてみませんか？ 

　もしかしたらあなたが記念すべき10万人目の来館者かもしれません。 

もうすぐ 
10万人!! 
10万人目には 
 記念品進呈 

「つしまる」公開で来館者　1.8倍　に!

おっしゃる方が多かったようで
す。表からもヤマネコを見る機
会の少ない旧下県郡からより多
く来られるようになったのがわ
かります。「つしまる」に会う
ために何度もセンターに来られ
る方も増えたようです。 
　センターでは、鳥の羽根の標本の展示コーナーや、自然の材料で対馬の生き物を作るヤマ
ネコ工房を新たに開設しました。またゴールデンウィーク中には、野鳥を見た人が情報を交
換できる野鳥掲示板を設けました。皆さんが何度来ても楽しめるセンターにしたいと思い、
少しずつ展示にも工夫をこらしています。毎日様々な表情を見せてくれる「つしまる」や、
新しい展示を見学するために、センターをまた訪れてみませんか？ 

1.5  2.4  2.6  2.2  1.8  比率 ( 後 / 前 ) 

9,850 9,218 4,930 4,288 19,068 公開後 

6,650 3,859 1,922 1,937 10,399 公開前 

計 旧 下県郡 旧 上県郡 
島外 

島内 
来館者数 

1.5  2.4  2.6  2.2  1.8  比率 ( 後 / 前 ) 

9,850 9,218 4,930 4,288 19,068 公開後 

6,650 3,859 1,922 1,937 10,399 公開前 

計 旧 下県郡 旧 上県郡 
島外 

島内 
来館者数 

対馬植物図鑑HPに掲載中　http://marugoto.cool.ne.jp/ 

　7月の対馬、道路沿いにはオレンジ色の美しいオニユリ
が咲き誇ります。対馬には他の地域には無い特徴あるオニユ
リが自生しますが、中でも黄金色の花をつける『オウゴンオ
ニユリ』は世界でも対馬にしか存在しません。このオウゴン
オニユリの自生地は環境変化の影響を受け、保護が必要な状
況にあります。オウゴンオニユリを保護するため、大阪府立
桜塚高等学校の西谷 信一郎先生が対馬の植物愛好家の方々
とともに始めた― オウゴンオニユリ保全プロジェクト ―に
ついてセンターに中間報告をいただきました。 
　この計画では種子から育てるそうですが、種子から育てる

と株が大きくなって開花するまでに少なくとも3年間は必要です。単純に計算しても成長し
たオニユリを自生地に返すためには6年またはそれ以上かかる、息の長い根気の要る仕事で
す。長期にわたる保全活動を始め、継続し､そして成功するためには、地元の方の協力・支
援が必要です。この活動について詳しくは『対馬植物図鑑』ホームページに掲載されていま
す。また、センター館内の掲示板でもこの活動を紹介していますのでぜひご覧ください。 

オウゴンオニユリ保全計画～自生地復活を願って～ 

写真提供：國分 英俊 氏 
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ムクドリ

ムネアカタヒバリ

タカブシギ

ホオジロハクセキレイオグロシギ 

オウチュウコチドリ

ツバメチドリ 

キマユホオジロ コアオアシシギ

チュウサギ

アカガシラサギ 

GW つしま渡り鳥情報マップ 
　2005年4月中旬～5月上旬に観察された野鳥を紹介します。有名な上県町佐護・志多
留・田の浜の他、厳原町の内院・浅藻でも春の渡りバードウォッチングが楽しめます。 

佐護・志多留・田の浜 
さ　ご し　た　る

　今年はヤマショウビンの
当たり年（よく見られる
年）となりました。5月に
入ってからは連日観察さ
れ、遠方からヤマショウビ
ンを見に来たバードウォッ
チャーたちも大満足のGW
だったようです。 

5月1日　佐護 
5月2日　佐護・加志 
5月3日　佐護(2羽)・加志・志多留 
5月4日　佐護・加志・志多留・仁田 
5月5日　佐護 
5月6日　佐護 
5月7日　佐護・佐須奈　 

観察された月日と場所 

内院・浅藻 
ないいん あざ も 
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 「とらやまの森」は対馬島内全戸配布で
す。センターのカウンターからもご自由
にお持ち帰り頂いていますが、島外の方
は定期購読も受付けています。詳細はセ
ンターまでお問合せください。またバッ
クナンバーも同様に受付けております。 
　第29号は2005年7月発行の予定です。 

 通常は月曜が休館日ですが、月曜が祝祭
日の場合は開館し、その翌日が休館日とな
ります。また臨時休館することもあります
ので、その都度ご確認ください。 
　　 5月　　9日、16日、23日、30日 
　　 6月　　6日、13日、20日、27日 
　　 7月　　4日、11日、19日、25日 

「とらやまの森」の記事を引用される際には、出典が「とらやまの森」であることを明記して下さい。 

☆休館日☆ 　《定期購読について》

◎5月22日（日）9：30～11：00（長靴持参） 

「沢沿いを歩く、森の自然観察」 
沢沿いを歩き、水辺の生き物を観察します。 
 

◎6月26日（日）13：00～14：30 

「身近な昆虫さがし」 
棹崎公園で見られる昆虫を探します。 
　 

◎7月24日（日）19：30～21：00 

「夜の生き物観察会」 
光に集まる虫を中心に、夜の世界を紹介します。 
　 

※各回とも申し込み不要　参加費100円　雨天中止 
　開始15分前からセンター窓口で受付します。 

　4月のお散歩は「春のバードウォッ
チング！」。韓国へ渡る直前に棹崎の
半島に集合したヒヨドリの大群を観察
しました。これから50Kmもの海上の旅
を、彼らは無事終えることができるの
でしょうか？ 

4月のお散歩観察会 4月のお散歩観察会 

イベント案内　　　　棹崎公園 お散歩観察会 イベント案内　　　　棹崎公園 お散歩観察会 

　途中、ヒヨドリ
の群れを狙ってハ
ヤブサやハイタカ
が狩りをする姿も
見ることができま
した。 ヒヨドリの大群 

　　地域の動物問題を考える「どうぶつ懇談会」 　　地域の動物問題を考える「どうぶつ懇談会」 
　2月25日(金)に佐護住民センターで「どうぶつ懇談会」が行われました。イノシシによる農
作物被害、ノラネコによる生活環境の悪化など、動物に関する地域の問題を考える話し合い
の場に、地元の方や行政職員など約50名が参加しました。 
　イノシシに困っているという農家からの訴えには、獣害対策の専門家から、「今ならまだ
間に合います。山の10頭より里の1頭への対策を。」とのアドバイスがありました。ノラネコ
については、獣医師の先生方から「望まれずに生まれてくる不幸な仔ネコをこれ以上つくら
ないためにも、避妊去勢手術や屋内飼い等適正飼養の普及が必要」とお話しがありました。 
　翌26日(土）、27日（日）は、イエネコの避妊去勢キャンペーンが佐須奈の対馬動物診療所
で行われました。申し込みのあった方のネコには避妊去勢とマイクロチップ登録、病気の検
査、ワクチン接種が施されました。マイクロチップ登録をすることには、飼いネコとノラネ

コの区別がつき、飼いネコが迷子になっても発見されて
帰って来ることができるなどの効果があります。 
　これらは獣医師会や行政、NPO団体などが協働で行う、
対馬のノラネコをゼロにする取組みの一環です。ノラネ
コ自身が飢えや病気に苦しまず、人間もノラネコにゴミ
を荒されたりすることがない地域を作ることを目指しま
す。それはひいてはヤマネコにとっても、病気をうつさ
れたり食べ物や生息地を奪い合うことのない、本来の生
息環境を取り戻すことにもつながります。まずはネコの
話題を通じて、人と動物のこれからについて一緒に考え
るために、あなたの地区でも懇談会を開催しませんか？

懇談会のはじめに、佐護小学校の総合学習
のまとめとして「みんなが暮らす将来の佐
護 未来予想図発表会」を開催しました 

こん だん かい 
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とらやまの森とらやまの森
発行 対馬野生生物保護センター

季　

 

刊

〒817-1603 
長崎県対馬市上県町棹崎公園 
対馬野生生物保護センター 

電話 ：0920-84-5577 
ﾌｧｯｸｽ ：0920-84-5578 
E-mail:twcc97@yahoo.co.jp 

連絡先  

http://www.tsushima-yamaneko.jp/URL

　今、対馬の貴重な野生動物であるツシマヤマネコの

生息数が減少しています。その原因のひとつとして、ノ

ラネコとのえさの競合、そしてネコから病気が移される

ことなどが考えられます。また、ノラネコが原因で地域

で、糞尿被害など近隣トラブルも発生しています。 

　「ノラネコ問題解決はまずは飼われているネコの適

正飼育から」をモットーに、今年２月に対馬市、長崎県、

環境省、獣医師会、NPO、および市民代表が参加し、対馬

地区ネコ適正飼養推進連絡協議会が設立されました。

協議会では人とペットが幸せに暮らし、野生動物と共

存する社会を目指して、対馬地区でのイエネコの個体

登録、室内飼育、避妊去勢手術、ワクチン接種などを無

★　上県町佐須奈での開催日：8月21日 / 9月18日 / 10月16日 / 11月20日 / 12月18日 /            

                          　1月22日 / 2月19日 / 3月19日 （前週月曜日申込締切） 

★　美津島町・厳原町の指定動物病院ではご希望の日時で同じ内容の健康診断が受けられ　

　　ます。支所でお申し込みの際に美津島雞知・厳原小浦のどちらかの会場を指定してくだ

　　さい。　注意：ノラネコについては基本的に対象外です。 

※マイクロチップは、皮下に埋め込む名札のようなものです。迷子になっても、首輪が

外れても、これが入っていれば飼い主がわかります。ネコの健康に影響はありません。 

　対馬地区ネコ適正飼養推進連絡協議会は、対馬市民による「人間とペットと野生動物が

共存できる地域社会を目指した条例」の制定を目指しています。 

佐須奈での避妊手術の様子 

料で実施しています。お申し込み、お問い合わせは対馬市各支所総務課までどうぞ。 

 

ネコ無料健康診断キャンペーン 

人もペットもヤマネコも幸せな対馬のために 

獣医さんによる検診と、①～⑤が無料で受けられます。 
① 個体識別のためのマイクロチップ（※）の挿入  
② 避妊去勢手術 
③ ウイルス感染検査 
④ ワクチン接種（５種混合不活化ワクチン） 
⑤ 寄生虫検査 

キャンペーンの内容 

主催：対馬地区ネコ適正飼養推進連絡協議会 

マイクロチップ挿入の様子 
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前田　剛（自然保護官補佐：地域との共生担当） 

　毎日忙しくも、自分が心の底から守りたい
もの（対馬の自然・ツシマヤマネコ・文化）
があるということに幸せを感じながら仕事を
しております。 
　私は、対馬の自然を、そしてヤマネコを
守っていけるのはやはり対馬の地域の方々だ
と思っています。みなさんが主役になって取
り組めるよう、一緒に頑張っていきたいと思
います。どうぞよろしくお願いします。 
　　　プロフィール：長崎県国見町出身 

自然保護官補佐（アクティブ・レンジャー）として、6月から新たに
2名の仲間がセンターに加わりました。新人からのメッセージです。 

  

再び、野生へ！ 

残念・・・ 

　今年の2月3日に上県町瀬田でトラバサミにより錯
誤捕獲されたオスのヤマネコが、センターでのケガ
の治療を終え、5月16日に再び野生に帰ることができ
ました。トラバサミにかかったヤマネコが野生に復
帰できることは、非常に稀です。その後の追跡調査
でも元気に生活しているのが確認されています。 

　福岡市動物園で今年生まれた５頭の仔ネコのうちの３頭が、6月13日～14日にかけて相次
いで死亡しているのが発見されされました。いずれも、母ネコから咬まれたことが死亡の
原因であると判断されました。しかし、なぜ母ネコが仔ネコを咬んだのかについては現在
調査中です。 

 　やまねこニュース  

 祝・来館10万人！ 
　平成17年6月26日(日)にセンターの来館者数が
10万人に達しました。平成9年8月1日に開館して
から約7年11ヶ月での達成です。 
　記念すべき10万人目の来館者は、対馬市上対
馬町在住の井川吉徳(38)さんご一家でした。 
 「今日は、センター主催の自然観察会に参加し
ようと思って来ました。センターには時々遊び
に来ていましたが、10万人目にはとにかくビッ
クリです。次は15万人目も目指します」とうれ
しそうに話す井川さんご一家。10万人目を記念
して、賞状と記念品が贈られました。 
　センターでは、みなさんが何度来ても満足し
てもらえるよう、展示を工夫したり、楽しいイ

　「 10万人目の笑顔」井川さんご一家  ベントを企画していきたいと思っています。 
 

松原ゆき（自然保護官補佐：飼育担当・獣医師） 

　学生の頃から、いつか対馬で暮らし、ツシ
マヤマネコに関わる仕事がしたいと思ってい
ましたが、こんなに早く夢が叶うとは思って
いませんでした。センターでは飼育を担当し
ていますが、毎日ヤマネコと接していると、
様々な発見があってとても楽しいです。私は
できるだけ長く対馬にいたいと思っていま
す。みなさんとは直接接する機会は少ないと
思いますが、どうぞよろしくお願いします。 
　　　プロフィール：千葉県市川市出身 

新人紹介 

6月から、センターは職員9名の新体制で頑張っています。よろしくお願いします。 

野生復帰したツシマヤマネコ 
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改めて学ぼう！ツシマヤマネコとは？ 
対馬に長年住んでいても、まだツシマヤマネコを見たことがない人は大勢
いるのではないでしょうか？対馬のシンボルともいえるツシマヤマネコ。
彼らの生態、現在直面している問題をもう一度振り返ってみましょう。 

ツシマヤマネコに 
 　せまる危機 

絶滅の危機に瀕しているツシマヤマネコは、現在さらに数を減ら
しています。その原因として次のようなものが挙げられます。 

犬はつないでおいて！ ネコは屋内で飼って！ 

◆ ツシマヤマネコの特徴 ◆ 

① 額の縦じま 

② 耳の後ろの白い斑点 

   はっきりしない斑点 

③ 太くて長い尾 

森林 田畑 川辺 

妊娠・出産 

親離れ 繁殖期 

◆ ツシマヤマネコの一年 ◆ 

◆ 住んでいるところ ◆ 

小型ほ乳類 鳥類 両生・は虫類 昆虫類 

生息地の減少 イエネコからの病気 交通事故 トラバサミ 犬にかまれる 

1 2 

3 

ひたい 

はんてん 

はんてん 

にんしん　　しゅっさん 

はんしょくき 
おやばな 

子育て 

◆ 食べているもの ◆ 

春 夏 

秋 冬 

ヤマネコからの 

おねがい 
対馬にしかいないツシマヤマネコ・・・。人もヤマネコも幸せに暮
らせる対馬を築くために、身近にできることから始めませんか。 

トラバサミはやめて！ 

※センターでは毎年夏休みに学生実習を行っています。このページは実習生が作成したものです。 
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 「とらやまの森」は対馬島内全戸配布で
す。センターのカウンターからもご自由
にお持ち帰り頂いていますが、島外の方
は定期購読も受付けています。詳細はセ
ンターまでお問合せください。またバッ
クナンバーも同様に受付けております。 
　第30号は2005年10月発行の予定です。 

 通常は月曜が休館日ですが、月曜が祝祭
日の場合は開館し、その翌日が休館日とな
ります。また臨時休館することもあります
ので、その都度ご確認ください。 
　  8月  8日、15日、22日、29日 
　  9月　5日、12日、20日、26日 
 　10月　3日、11日、17日、24日、31日 

「とらやまの森」の記事を引用される際には、出典が「とらやまの森」であることを明記して下さい。 

☆休館日☆ 　《定期購読について》

ツシマヤマネコ展開催 
　夏～秋にかけて、対馬各地で「ツシマヤマネコ展」を
開催します。ツシマヤマネコの特徴や絶滅の危機に瀕し
ている現状をわかりやすく説明した展示パネルの他、ヤ
マネコの鳴き声が聞けるコーナーや、ヤマネコがどんな
ものを食べているかがわかる糞分析コーナーなど、楽し
い展示が盛りだくさんです。本物そっくりのツシマヤマ
ネコのぬいぐるみも展示していますので、ぜひ遊びに来
てください。夏休みの自由研究にもぴったりです！ 

一昨年のツシマヤマネコ展の様子 
　　 会場　　　　　 　　日程 
上対馬総合センター　　7月28日～8月9日 
峰地区公民館　　　　　8月11日～8月23日 
佐須地区公民館　　　　8月25日～9月6日 
対馬市厳原支所　　　　9月7日 ～9月21日 
美津島地区公民館　　　9月22日～10月4日 
豆酘地区公民館　　　　10月6日～10月18日 

みんなで遊びにきてね！ 

イベント情報 イベント情報 

7月のお散歩報告 7月のお散歩報告 ～夜の生き物観察会～ 

　7月24日は棹崎公園で夜の生き物を観察しました。
クワガタなどの昆虫を探しに、親子を中心とした 27
名もの参加がありました。 
　樹液に集まるクワガタ・カナブン、外灯に集まる
カミキリ・ガなどの昆虫の他、これらの昆虫を食べ
るコウモリの仲間も観察することができました。 
　子どもたちが虫を見つけ捕まえ、それをみんなで
観察する、子どもが主役の楽しい観察会となりまし
た。未来の昆虫博士がこの中から生まれるかも？ 

 8月28日（日） 13：00～14：30 「夏休み工作」 
 9月25日（日)  18：00～19：30 「虫の音を聞く会」 
10月23日（日)  13：00～14：30 「どんぐり拾いハイキング」 

夏
～
秋
の
観
察
会 

※センター入口で 15 分前から参加を受付けます。 
　9月・10 月は雨天中止、8月は雨天の場合室内活動のみ。 
　各イベントとも保険料として参加費 100 円いただきます。  バナナトラップに

やってきたカナブン 
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ヤマネコ減少傾向深刻　下島では生息確認出来ず 
ー 最新の生息調査結果発表 ー 

　ツシマヤマネコの８年ぶりの生息状況調査(2002～2004年度)の結果がまとまりました。調
査結果のポイントは以下の通りです。(３面に関連記事)

～  調査結果のポイント  ～ 　 
①最新(2000年代前半)の推定生息数は約80～110頭 　　 
②1980年代以降、生息数が減少傾向 　 
③上島ではほぼ全域に分布。ただし生息密度に差が
　あり、上県町・上対馬町で比較的高く、南にいくほど
　密度が低い 　　 
④下島では今回は確実な生息情報が得られず、絶滅
　の可能性あり 

　今回の調査により、ヤマネコが依然として危機的な状況にあることが明らかになり、より

一層保護に力を入れなければいけないことがわかりました。ヤマネコは対馬の生態系の頂点

に位置し、かつ人と比較的近いところで生活をしてきた動物です。そのヤマネコが減少して

いるということは、対馬の自然の質や量が低下しているということを意味します。皆さんの

周りでも、ヤマネコだけでなく、昔はたくさんいたのに今ではほとんど見かけなくなった生

き物も多くいるはずです。ヤマネコをはじめとする対馬の生き物が、これから先も対馬の

人々と一緒に暮らしていけるようにするには、専門家や行政だけでなく、今対馬に住んでい

るひとりひとりができることから始めることが大切です。あなたにもできることがきっとあ

ります。 

 

交通事故で死亡するヤマネコも 
後を絶ちません 

  1980年代 1990年代 2000年代 

9～10%減 7～9%減 

＝ 

10 
頭 

100～140頭 90～130頭 80～110頭 

　過去2回の生息調査に関して、推定生息数は1980年代が100～140頭、1990年代は90～130頭
と見直され、今回は80～110頭と推定され、1990年代から更に9～10％の減少となりました。
また1990年代の調査ではヤマネコの生息が確認されていた下島では、ヤマネコの可能性のあ
るフンが見つかったものの、古くて識別することができず、残念ながら確実なツシマヤマネ
コの生息情報を得ることができませんでした。 

 個体数と生息地域の減少・・・ 

 



　昨年に引き続き、福岡市動物園で生まれた2

頭のヤマネコが9月30日(金)にセンターに里帰

りしました。2頭は、2004年4月19日に同じ親か

ら生まれた兄弟のヤマネコ(No.28、No.29)で

す。今回の個体も昨年と同様、将来野生復帰さ

せる可能性があるため非公開です。 

ツシマヤマネコニュース 

里帰りしたNo.29♂ 

　8月6日(土)の早朝に、上県町佐護の国道脇で

死亡しているヤマネコが発見されました。骨盤

が折れていたことから、交通事故で死亡したと

思われます。死亡したヤマネコは、体重約1kgの

メスで、今春生まれの幼獣でした。1992年以

降、ヤマネコの交通事故は34件目、そのうち死

亡事故としては30件目となります。 

◇
里
帰
り
！
◇ 

◇
交
通
事
故
！
◇ 
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　今年も、9月22日から29日にかけて、地元警察署

や交通安全協会等と協同で、交通事故防止キャン

ペーンが島内4ヵ所で行われました。 

　キャンペーンにはツシマヤマネコの「ろくべえ」

と「つばき」も登場。ドライバーにチラシやステッ

カーなどを配布しながら、人にもヤマネコにもやさ

しい安全運転を呼びかけました。 

　秋から初冬にかけては、その年の春に生まれたツ

シマヤマネコが親離れをし、自分の棲み家を求めて

分散していく季節です。そのため、若い個体の交通

事故が増加する季節でもあります。 

ツシマヤマネコ 交通事故防止キャンペーン 

ドライバーに交通安全を呼びかけるつばき 

ドライバーの皆さんは事故を起こさないよう、安全運転をお願いします。 

    「対馬もヤマネコも－沖縄・奄美・対馬のすばらしい自然とその危機」 

    11月23日（水） 市民シンポジウム第2弾開催！ 

　最近、外国産のヘビやサソリが野外で発見されたというニュースをよく耳にします。そう

いった、本来生息していない地域に持ち込まれた動物や植物を「外来生物」といいます。外

来生物の中には、人命や農作物、生態系などに重大な影響を与えるものも含まれています。

ひとたび外来生物による影響を受けると、対策には多くの時間と労力・費用がかかります。 

　対馬での影響を防ぐためにも、今年のシンポ

ジウムでは、この「外来生物」に着目します。

実際に問題が起きている沖縄（西表島、やんば

る）、奄美そして対馬で、その解決に取り組む

方々から、外来生物がもたらす影響や具体的か

つ効果的な取り組みについてお話を伺います。

人もツシマヤマネコも他の動物もみんな幸せに

暮らす地域づくりについて、一緒に考えてみま

せんか？　 

　お誘い合わせの上、是非ご参加ください。　 

☆シンポジウムのご案内☆ 

開催日：2005年11月23日（水） 

開　場：13:30 

開　演：14:00 ～ 16:00 

会　場：美津島文化会館3階会議室 

参加費：無料 

問合せ・申込み：0920-84-5577 



詳しくは11月発行予定の第３次生息調査結果のパンフレットにてご紹介いたします。 

ツシマヤマネコ生息密度マップ 
　今回の生息調査の結果から、ツシマヤマネコの生息密度マップを作成しました。色の
濃い地域ほど、ヤマネコが多く生息していることを表します。今後、このマップを基に
様々な情報を加えていき、ヤマネコの保護に役立てていく予定です。 

下島地域 
残念ながら今回の調査
では、ヤマネコの確実
な生息情報を得ること
ができませんでした。 

上島地域（北部） 
特に上県町、上対馬町にヤマ
ネコが比較的多く生息してい
ることがわかりました。 

美津島町賀谷地域（上島南部地域） 
現在、ヤマネコの確実な生息情報が得られ
ている最も南の地域です。 

高密度 

やや高密度 

低密度 

やや低密度 

中密度 

生息情報なし 

2002年に賀谷地域で保護された 
ツシマヤマネコ 
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　　　　　  　　　　　   第３次生息調査に関するＱ＆Ａ 　 
Ｑ１．ヤマネコの生息数は70～90頭とされていたが、今回80～110頭となって増えたのでは？ 
　Ａ１．いいえ。今回の調査は、DNAによる識別など新しい調査手法の導入等により、前回に比べ
　　　　てより正確にヤマネコの生息状況が把握できています。条件をそろえるために過去の推定
　　　　生息数を見直し、推移を見たところ減少が明らかになりました。 
　　　  
Ｑ２．80～110頭ってどのような頭数？ 
　Ａ２．野生生物が生息を続けるには非常に少ない頭数で、例えば病気によりあっという間に絶滅
　　　　する危険性があります。 
　  
Ｑ３．下島にはヤマネコはもういないの？ 
　Ａ３．いない可能性があります。いたとしても非常に少ない数だと考えられます。 
 

Ｑ４．福岡市動物園で増えたヤマネコをすぐに野生に戻しては？ 
　Ａ４．放したヤマネコが生きてゆくためには、野生に戻す前に十分なエサが確保できるような環
　　　　境づくりを行う必要があり、それには長い時間がかかります。また、現在の飼育下のヤマ
　　　　ネコをもう少し増やす必要があります。 　　　
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 「とらやまの森」は対馬島内全戸配布で
す。センターのカウンターからもご自由に
お持ち帰り頂いていますが、島外の方は定
期購読も受付けています。詳細はセンター
までお問合せください。またバックナンバ
ーも同様に受付けております。 
　第31号は2006年1月発行の予定です。 

 通常は月曜が休館日ですが、月曜が祝祭
日の場合は開館し、その翌日が休館日とな
ります。また臨時休館することもあります
ので、その都度ご確認ください。 
　  11月 　 7日、14日、21日、28日 
　　12月　　5日、12日、19日、26日 
年末年始　　12月29日の午後、30日～1月3日 
     1月　　10日、16日、23日、30日 

「とらやまの森」の記事を引用される際には、出典が「とらやまの森」であることを明記して下さい。 

☆休館日☆
　《定期購読について》

市民参加の森づくり2005  

　ツシマヤマネコをはじめとする対馬の生き物たちを
守り、対馬のすばらしい自然を後世に残すことを目的
とする「とらやまの森再生プロジェクト」。その一環
として、市民参加の森づくりイベントを開催します。 
　今回の会場は対馬本来の森が残る「木坂海神神社」
です。神社に残る「鎮守の森」観察を通して、私たち
が目指す森の姿を一緒に考えてみませんか？ 森の観察
後は神社前の広場でどんぐりのポット苗づくりを行い
ます。ポット苗は持ち帰り、お家で苗の生長を楽しむ
こともできます。ご家族そろってぜひご参加下さい。

※申し込み・問い合わせ先は対馬野生生物保護センター内 ツシマヤマネコ応援団事務局 
（担当：木村・前田）TEL：0920-84-5577 / FAX：0920-84-5578 

　とき：11月6日（日）10:00～15:00 

　場所：峰町 木坂海神神社 

※要申し込み・参加費200円・先着30名 
　当日9:45から海神神社駐車場で受付開始 
　雨天の場合は11月20日(日)に延期 
　弁当・軍手(あれば移植ゴテ)をお持ち下さい 

 

当日の流れ 

①木坂海神神社「鎮守の森」観察会 
②お昼休み、神社前東屋で対馬の森 
　展示パネルの自由見学（解説つき） 
③神社前の広場でポット苗づくり 
  (ポット苗はお持ち帰りいただけます) 
④希望者はイベント後、昨年の畑見学

ツシマヤマネコ応援団 
とらやまの森再生プロジェクト 

昨年の森づくりイベントの様子 昨年の森づくりイベントの様子 

棹崎公園 お散歩観察会 棹崎公園 お散歩観察会 9月 虫の音を聴く会 報告 9月 虫の音を聴く会 報告 

　25日のお散歩観察会は、秋の夕暮れに虫の音を聴く会を開きました。棹崎特有の強風に見
舞われ、「夕涼みしながら」とはいきませんでしたが、スズムシやエンマコオロギの心地よ
い音、クツワムシのやかましい音など、様々な虫の音を聴くことができました。公園内では
対馬の秋の風物詩、「アキマドボタル」も飛びはじめ、蛍の灯りがとてもきれいでした。 

クツワムシ クツワムシ 
※詳しくはセンターまでお問い合わせ下さい。 

11月27日「野鳥の巣箱づくりに挑戦！」 
　　　　　10:00～15:00　弁当持参・雨天時は室内のみ 
12月25日「棹崎の赤道を歩く」 
　　　　　10:00～14:00　弁当持参・雨天中止 
1月24日 「ツシマヤマネコ保護の取り組み」 
　　　　　13:00～14:30 室内での自然教室 

秋～冬の予定 ー 毎月 第4日曜日 開催！ー 


